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ABSTRACT
While invest iga t ing universi ty s tudents’  actual  language ab i l i ty and the ir  meta-
cogni t ion,  we are confronted wi th the di ff iculty of analyz ing the ir  la tent  
l inguis t ic  competence .  At the same t ime,  i t  i s  made clear  that  this competence  
should  no t  be segmented and  grasped wi th a  single  perspect ive.  Through the  
cross-subjec t ive l inguis t ic  ac t ivi ty,  i t  turns out  tha t  students are ab le to  re f ine  
the ir  way of  thinking,  develop the ir  awareness of language cogni t ion,  and  
acquire  the ir  language  capabil i t ies.  These lead  exac tly to  the competence tha t  i s  
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2. 「総合的な学習の時間」の基礎となるもの
「総合的な学習の時間」における「今、求められる力」に関しては、『今、求められる力




















































「日本語検定」（日本語検定委員会主催）は、授業の外で、6 月第 2 土曜日に準会場とし














































文法 語彙 文法 語彙






















敬語 文法 語彙 言葉の意味 表記 漢字 総合問題 合計
38 11 64 8 6 40 2 169











































































検定合格 検定準認定 検定不合格 計
大当たり 29 6 6 41
大外れ 18 3 1 22
大当たりでも大外れでもない 76 20 10 106





























偏差値 合格 準認定 不合格
60 以上 16 1 1
50～69 67 20 6
40～49 28 5 6
30～39 9 3 3
20～29 2 1
19 以下 1
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語彙 .224 漢字 .337
覚える .164 敬語 .284
多い .143 使う .250
書く .139 言葉 .187
自分 .128 日本語 .181
問題 .122 課題 .178
社会 .120 分かる .177
使える .117 苦手 .167
出る .111 正しい .164
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繋がる「興味」「関心」と、さらにはキャリアを見通した授業デザインが必要となる。筆者
たちは、そのための試行錯誤を繰り返している５。
さて、このことを高等学校までの初等中等教育の文脈で考えるならば、国語科における「言
語活動」だけではなくて、教科横断的な、まさに「総合的な学習の時間」において、あらた
めて「言語活動」なる視点を確認することである。「総合的な学習の時間」が、ややもすれ
ば「言語」を抜きにした「活動」に堕していないかどうか、問い直してみなければならない。
6. おわりに
本稿の試みは、大学生の言語能力の実態から「総合的な学習の時間」に求められる能力を
投射してみることであった。
議論がやや総花的になったことなど課題は残るが、いくつかの有意義な視点・論点を得る
ことができた。まず、成績データの推移や自己評価アンケートを、直接的に学修成果や「能
力」と結びつけるのは慎重でなければならないということである。言語実態と学生の言語意
識を掛け合わせることで、学生の「能力」が持つ多面性・複合性を指摘したのだが、それは
すなわち、教員による評価が抱える問題でもあった。
評価を組み込んだうえでの授業デザインと教材作りは、所属学科に配慮する必要がある。
これはいわば、共通教育からそれぞれの専門領域への“架橋問題”である。
言語能力の奥行きの問題と、「総合」と架橋の問題、この二つの問題を「総合的な学習の
時間」に投射してみるならば、見えてくるものがあるのではないか。
ところで、本学では2019年度より新教職課程が動き出しており、新しい教職科目「総合的
な学習の時間の指導法Ⅰ・Ⅱ」が開設（2021年度）される。本稿は、「総合的な学習の時
間」に求められる言語能力を探ろうとしたのであるが、そのための教職科目「総合的な学習
の時間の指導法Ⅰ・Ⅱ」の展開にあたっても、言語能力という点を重視して、多角的かつ総
合的な言語活動を組織していかなければならない。
「思考」は総合的な「言語活動」のなかでこそ深まり、生きた「言語能力」はその中で育
つ。「総合的な学習の時間」の創造において最も重要なことは、そのことなのである。
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〈注〉
1．「日本語検定」を「日本語表現法」の授業の中に組み込むのではあるが、全員受検とせ
ず、希望者受検としている。2015年度から「検定」を始めて5年が経過するが、全学科
累積すれば、これまで授業履修者の58％が受検している。なお、筆者（竹盛）が2019年
度に担当するクラスの受検率は92％である。
2．調査レポート「大学生の日本語力」（日本語検定委員会2012）では、第8回の検定デー
タをもとにして、敬語から漢字までの6領域で、参加大学間の最高得点率と最低得点率
の格差をみている。それによれば、語彙や漢字などの語彙能力において大学間格差が大
きいとしている。大学生の語彙力の低下の問題を論じた先行研究としては、高松正毅
（2006）「日本人学生への日本語教育 ―日本語変革への構想―」（『高崎経済大学論
集第48巻第3号』pp.213-222）がある。
3. 角屋重樹監修、広島大学附属福山中・高等学校著『教科とリンクする「総合的な学習」
のデザインと評価』（2002.3 東洋館出版社）所収「文学旅行に出かけよう ―郷土と文
学―」pp.113-120.
4．角屋重樹監修、広島大学附属福山中・高等学校著『科学的な思考力を育むカリキュラム
と教材開発』（2007.2 東洋館出版社）所収「科学的な思考力を育む学校運営」pp.14-
18.
5．竹盛浩二・前田吉広（2015）「学習自己評価と授業改善」福山大学大学教育センター
『大学教育論叢 創刊号』pp.79-96.
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